



































































































































































































































































































































































月　日 摘　　　要 収入 支出 残高
9／？ 金主より出資金 181，197 181，197
12 役者給金手付金（世界初） 46，600 134，597
給金以外の仕込金 25，863 108，734
10／17 役者給金（寄初） 31，066 77，668
31 役者給金 77，668 0
12／10 入場料収入 139，800 139，800
1／7 役者給金 62，133 77，667
仕込金 10，360 67，307
2／28入場料収入 93，200 160，507
3／3 役者給金 62，133 98，374
仕込金 10，360 88，014
4／30入場料収入 155，334 243，348
5／5 役者給金（分月） 55，920 187，428
仕込金 10，360 177，068
6／5 入場料収入 69，900 246，968




9／9 役者給金 55，920 242，822
仕込金 10，360 232，462
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年代 西　暦 摘 要 金　　額 換算
正徳年間i1711－1716i江　戸
明和以降i　l759
　　　　…
　　　　i
　　　　…
　　　　…
　　　　…
　　　　i
i大坂豊竹芝居
i新芝居
i北新地芝居
i人形操り芝居
i稲荷境内子供芝居
i御霊境内子供芝居
i座摩境内子供芝居
道頓堀竹田からくりi銭330文
　　　　I　　　　　i荒木芝居
寛政年間i1789－1801i京　都
　　　　i　　　　　i大　坂
　　　　i　　　　i操り人形芝居
　　　　i　　　　i江戸
文化10年i1813　　　i
天保年問i　l830－1844i江　戸
嘉永年間i1848－1864i京　都
i銭1貫200文　i￥13，434
i銭1貫500文　i￥25，176
1銀18匁　　　i￥20，142
i銀21匁　　　i￥23，499
i銀15匁　　　i￥16，785
i銭264文　　i￥4，488
i銭1貫248文　i￥20，946
1銭264文　　i￥4，488
　　　　　　i￥5，610
i銭1貫500文i￥25，176
i銭2貫600文　i￥48，739
i銀21匁　　　i￥26，250
i銀12匁　　　i￥15，000
i銀35匁　　　i￥43，750
i金1分2朱　　i￥28，175
i銀35匁　　　i￥32，270
i銀21匁　　　i￥19，362
i銀60匁　　　i￥55，320
i銀27匁5分　i￥25，354
i銀70匁　　　i￥65，380
i金1両1分2朱i￥77，061
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参考文献：堂本寒星著「上方演劇史」・服部幸雄著「江戸歌舞伎論」
　　　　　足立直郎著「歌舞伎劇場女形風俗細見」
　　　　　小野武雄著「江戸物価事典」
注：
（31）　朝倉治彦編・喜田川守貞著「守貞漫稿」P440
（32）　宮内輝武稿「旅芸人の収支計算興行篇」平成1年　白鴎女子短大論集　P147
　　－148　寛政期の大坂の劇場と，化政期の江戸市村座の客席配置図を参照され
　　たい。
（33）　この小論での，現在円貨換算は年代毎の異なった比率により計算している。従
　　って，上昇傾向などを見るときは，円貨による価格で比較する方が実質的な上
　　昇率になる。
（34）　飯塚友一郎著「歌舞伎概論」P475
　　茶屋の勘定書には土問代・敷物代・お菓子・お酒・御取肴・御弁当・御膳（夜
　　食）などが含まれている。
（35）　服部幸雄著「江戸歌舞伎論」P143－147
　　林玲子著「江戸店犯科帳」昭和57年　吉川弘文堂　P151－153
（36）　服部幸雄著「江戸歌舞伎論」P165
（5）
　近世の大衆が最も楽しみにしたレジャーの一つが歌舞伎見物であることは
間違いのないことで，例えば鹿島万兵衛の「江戸の夕映」（37）によると，江戸
三座といわれた中村座・市村座・守田座はすべて浅草観音近くの猿若町にあ
り，観劇する人々にとっては，遠い道のりであったが「好める道とてさのみ
遠しとも思わず」徒歩で出かけた。当時の芝居の開幕が五っ（朝8時）で，
閉幕が夜五っ（夜8時）または九っ（夜12時）で，芝居見物には一昼夜を費
やすほどであり，大変な大仕事でもあった。しかも，既に述べたように収入
と比較して観劇の費用は大きく民衆に取っては高根の花的な存在であったか
も知れない。低収入の多くの江戸の市民たちに取っては，神社の境内で興行
される簡易な宮芝居で満足するか，それもできないとすると，貸本屋でかり
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た黄表紙本などで，歌舞伎のパロディを読んで楽しむか，式亭三馬の「浮世
風呂」（38）にあるように，銭湯での噂話で満足するのが精いっぱいであったか
もしれない。歌舞伎の収支計算を考えると，大衆から遊離した世界の出来事
のような気もしてくる！39）
注：
（37）　鹿島万兵衛「江戸の夕栄」昭和52年　中公文庫　P74－75
　　　七代目松本幸四郎の「芸談一世一代」のなかに明治初年の芝居見物について次
　　　のような記載がある。「そのころよく芝居見物は三日がかりといわれたもので
　　　した。前の一日は芝居で食べる御弁当やおやつの用意に費やし，重箱の中にさ
　　　まざまなご馳走を詰め，上戸のかたは酒の支度まで調えるのです。そしてその
　　　日は早寝し翌朝は暗いうちに起きて支度をして，重い重箱を抱えて家を出てい
　　　くのです。
　　　（七代目松本幸四郎著「芸談一世一代」昭和23年　右文社　P19－21
（38）　中村通夫校注「浮世風呂」昭和32年　日本古典文学体系　岩波書店　P79－80
（39）本稿は昭和60年8月「大阪学院大学通信」第16巻第5号に発表した原稿を加筆
　　　・修正したものである。
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